
 

 

 

 

 

Re_school 高校入試 

理 科   

 

注  意 

１． 解答用紙について 

（1） 解答用紙は別に 1 枚あります。 

（2） 先生の指示に従って，所定の場所に組・番号・氏名を書きなさい。 

（3） 答えはすべて解答用紙の所定の場所に，はっきりと書きなさい。 

単位を書く場合は，大文字と小文字の区別をはっきりさせること。 

記述で答える問題は，文末の「。」を忘れずに書きなさい。 

クセ字等で判別が困難な場合には不正解とします。 

（4） 漢字指定以外の問題はひらがなで解答してもかまいません。 

 

２． 問題用紙について 

（1） 表紙の所定の場所に組・番号・氏名を書きなさい。 

（2） 問題は全部で７問あり，表紙を除いて 1３ページです。 

（3） 解答するとき，必要に応じて解答用紙に単位を正しく書くこと。 

〇 配点は原則各２点です。一部【完答】の問題があります。 

〇 印刷のはっきりしないところは，手をあげて先生に聞きなさい。 

 

※ この問題は、塾などの営利目的の場での使用はご遠慮ください。 

 

 

 

        ２年   組   番  氏名                     
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１ 次の問に答えなさい。 

問１ プラスチックの下じきで髪の毛をこすって，下じきをもちあげたら，髪の毛が下じきに引き付けられて

逆立った。これは下じきで髪の毛をこすったとき，（ ① ）の電気が（ ② ）に移動して，下じきは

（ ③ ）の電気を，髪の毛は（ ④ ）の電気を帯びたためである。①～④に当てはまる最も適切な言

葉を次のア～カから１つ選び，その記号を書きなさい。 

ア ① ＋ ② 髪の毛から下じき ③ ＋ ④ －     イ ① ＋ ② 下じきから髪の毛 ③ ＋ ④ － 

ウ ① － ② 髪の毛から下じき ③ ＋ ④ －      エ ① － ② 髪の毛から下じき ③ － ④ ＋ 

オ ① ＋ ② 下じきから髪の毛 ③ － ④ ＋      カ ① － ② 下じきから髪の毛 ③ － ④ ＋ 

問２ （ ① ）は，強い透過性を持つが，物質によって透過のしやすさにちがいがあり，特に骨や金属を透過

しにくい。この性質により，レントゲン撮影に利用されている。（ ① ）に当てはまる言葉を書きなさい。

X 線 

問３ 家にあったドライヤーには，「100Ｖ‐600Ｗ」と表示されていた。このドライヤーに 100Ｖの電圧を加

え，１日に１５分使用したとき，このドライヤーが３０日間で消費する電力量は何 kWh か。その値を書け。

なお，「100Ｖ‐600Ｗ」の表示は，100Ｖの電源につなぐと 600Ｗの電力を消費することを示している。 

4.5ｋWh 

 

 

 

 

 

問４ 弁当を温めようとラベルを見てみると 600Ｗで５分３０秒と書いてあった。しかし，家にある電子レン

ジは 500Ｗである。このとき，家にある電子レンジを使ってこの弁当を温めるとき，何分何秒に設定すれ

ばよいか，その値をかきなさい。【思考】 

６分３６秒 

 

 

 

 

 

問５  

 

 

                      

  電極Ａ 電極Ｂ 電極Ｘ 電極Ｙ 

ア ＋極 －極 ＋極 －極 

イ ＋極 －極 －極 ＋極 

ウ －極 ＋極 ＋極 －極 

エ －極 ＋極 －極 ＋極 

 

問６ 問５のように蛍光版が入ったクルックス管の真空放電で見られる光輝く線を（ ① ）という。これは

（ ② ）の流れである。（ ① ）（ ② ）に当てはまる適切な言葉を書きなさい。①陰極線 ②電子 

図１ 

蛍光板を入れた真空放電管の電極に電圧を加えると，図１のような光のすじが見られた。このとき，電

極Ａ，Ｂ，Ｘ，Ｙについて，＋極と－極の組み合わせとして，最も適切なものを次のア～エから１つ選び，

その記号を書きなさい。 
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問７ 図２は，ある空気のかたまりのようすを表したもので，●１個は空気１㎥にふくまれている水蒸気１ｇ，

○１個は空気１㎥がまだふくむことができる水蒸気１ｇを表している。 

（１）この空気の飽和水蒸気量は何ｇ/㎥か。１２ｇ 

（２）湿度が２５％になるように，○を何個黒く塗ればよいかその個数を書きなさい。 

１個 

 

問８ 風力１，天気晴れ，風向東を表したものを次のア～タから１つ選び，その記号を書きなさい。 

 

ア イ ウ エ オ カ キ ク 

        

ケ コ サ シ ス セ ソ タ 

        

問９ 乾湿計を用いて気温と湿度を測定したところ，乾湿計は図３のようになった。また，表は，この測定

に用いた乾湿計用の湿度表の一部を示したものである。あとの（１），（２）に答えなさい。 

図３ 表 

  

（１）気象観測において，乾湿計を用いて気温と湿度を測定する方法として，最も適切なものを，         

次のア～オから１つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 風通しがよい場所で，地上から約１．５ｍの高さで直射日光が球部にあたるようにして測定する。 

イ 風通しがよい場所で，地上から約１．５ｍの高さで直射日光が球部にあたらないようにして測定する。 

ウ 風が通らない場所で，地上から約１．０ｍの高さで直射日光が球部にあたるようにして測定する。 

エ 風が通らない場所で，地上から約１．５ｍの高さで直射日光が球部にあたらないようにして測定する。 

オ 風通しがよい場所で，地上から約１．０ｍの高さで直射日光が球部にあたらないようにして測定する。 

(２）乾湿計が図３の値を示すときの湿度を，表を用いて求めなさい。64％ 

図２ 

【思考】 

空気１㎥ 
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問１０ 北半球の低気圧の特徴について述べた最も適切なもの文を次のア～カから１つ選び，その記号を書き

なさい。 

ア 中心から周辺に向かって時計回りに風が吹くため，中心では下降気流が生じる。 

イ 周辺から中心に向かって時計回りに風が吹くため，中心では上昇気流が生じる。 

ウ 周辺から中心に向かって反時計回りに風が吹くため，中心では下降気流が生じる。 

エ 中心から周辺に向かって反時計回りに風が吹くため，中心では上昇気流が生じる。 

オ 中心から周辺に向かって反時計回りに風が吹くため，中心では下降気流が生じる。 

カ 周辺から中心に向かって反時計回りに風が吹くため，中心では上昇気流が生じる。 

問１１ 図４に示すような物体Ａ～Ｄ，軽い板ａ～ｄを用意した。図５のように，スポンジの上に板ａを水平

にのせ，その上に物体Ａを置き，ものさしでスポンジのへこみをはかった。スポンジのへこみが図５の

ときと同じ値になる物体と板の組み合わせとして最も適切なものを，次のア～オの中から１つ選んで，

その記号を書きなさい。 

ただし，いずれの場合も板の重さは無視でき，板はスポンジの上からはみ出たり，傾いたりすること

はなく，スポンジのへこみは，圧力の大きさに比例するものとする。【思考】 

 

図４  図５  

ア 物体Ｂと板ｂ  イ 物体Ｂと板ｃ  ウ 物体Ｃと板ｄ  エ 物体Ｃと板 a  オ 物体Ｄと板ｄ 

 

 

 

問１２ 図６は，地球上の水が海，大気，陸地の間を，すがたを変えながら循環している様子を模式的に表し

たもので，数字は海からの蒸発量を 100 としたときの値を示している。地球上の水の循環において，海，

大気，陸地に存在している水の割合はそれぞれで一定に保たれていると考えられる。このことから，  

図７の（ Ｘ ），（ Ｙ ）に適する値を書きなさい。【完答】【思考】 X９０ Y１０ 

 

図６  
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２ 太郎さんと花子さんは電流による発熱について調べる実験を次のように計画した。その後，実験結果につ

いて予想し，先生と話し合いながら実験を行った。次の問に答えなさい。 

実験の計画 

【課題】一定時間，電流を流したとき，電熱線に加える電圧の大きさを変えると，水の上昇温度はど

のように変化するだろうか。 

【手順】 

➊ 発泡ポリスチレンのコップＡ～Ｄに水を 100ｇずつ入れし

ばらく置き，水の温度をはかる。 

➋ コップＡに電熱線を入れて図１のような装置を組み立て，

電圧計が 3.0Ｖを示すように電圧を調整し，電流を流す。 

➌ 電流と電圧の大きさが変化しないことを確認し，ガラス棒

で水をゆっくりかき混ぜながら，電圧を加え，電流を流し始め

てから５分後の水の温度をはかる。 

➍ コップＢに電熱線を入れ，電圧計が 6.0Ｖを示すように電圧

を加えて，➌と同様の操作を行う。 

➎ コップＣに電熱線を入れ，電圧計が 9.0Ｖを示すように電圧

を加えて，➌と同様の操作を行う。 

図１ 

 

太郎さんと花子さんは，先生と実験前に次のような会話をした。 

先生：水温の測定までの間に，この実験結果を予想してみましょう。電熱線に加える電圧の大きさを

２倍にすると，５分間電流を流したときの水の上昇温度はどうなると思いますか。 

花子：水の上昇温度も２倍になり，５分後の水の上昇温度は電熱線に加える電圧の大きさに比例する

と思います。 

先生：本当にそうなるでしょうか。実験をして確かめてみる必要がありますね。 

さて，太郎さん，実験前の水温は何℃になりましたか。 

太郎：水温は 17.0℃で室温と同じになっています。 

先生：準備はできましたね。では，実験を開始しましょう。 

太郎さんと花子さんは，実験後に先生と次のような会話をした。 

花子：実験結果は表（表１）のようになりま

した。 

太郎：結果を見ると，５分後の水の上昇温度は

電熱線に加える電圧の大きさに比例し

ていませんね。予想は外れました。 

表１ 

 

先生：それでは，５分後の水の上昇温度は何に比例していると思いますか。 

花子：もしかしたら電力かもしれませんね。５分後の水の上昇温度と電力の大きさを表（表２）にま

とめ，その関係をグラフにかいてみましょうよ（図２）。 
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表２ 

 

太郎：グラフを見ると，５分後の水の上昇温度は電力の大き

さに比例していることがわかりますね。 

先生：そのとおりですね。では，コップＤを使って，電圧を

12.0Ｖにして同様の実験を行うと，５分後の水の温

度は何℃になるでしょう。 

図２ 

 

太郎：５分後の水の上昇温度は電力の大きさに比例し，電熱線から発生する熱が他へ逃げないことを

考えると，５分後の水の温度は  あ  ℃になると思います。 

先生：そのとおりですね。では，さらに実験をして確かめてみましょう。 

 

問１ コップＡの電熱線で５分間に発生した熱量は何Ｊか。450J 

  

 

 

 

 

 問２ コップＢの水１００ｇが５分間に得た熱量は何Ｊか。ただし，１ｇの水の温度を１℃上昇させるには，

４．２Ｊの熱量が必要であるものとする。 1512J 

 

 

 

  

 

問３ 文中の  あ  に当てはまる数値を書きなさい。  31.4℃ 

 

 

 

問４ コップＣの水の温度上昇に使われた熱量は，電熱線から発生した熱量と比べて何J小さいか。ただし，

１ｇの水の温度を１℃上昇させるのに必要な熱量を４．２Ｊとする。【思考】  648Ｊ 
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３ 太郎さんは磁石や導線などを用いて，いろいろな実験を行った。次の問に答えなさい。 

問１ 図１，図２の導線に電流を流すと，どちらも電流を流す前の方位磁針のＮ極は北を指していたが，電流

を流すと方位磁針のＮ極は東を指した。図１，図２で電流を流した向きの組み合わせとして最も適切なも

のを，次のア～エから１つ選び，その記号を書きなさい。 

 

ア 〈実験Ⅰ〉矢印ａの向き〈実験Ⅱ〉矢印ｃの向き 

イ 〈実験Ⅰ〉矢印ａの向き〈実験Ⅱ〉矢印ｄの向き 

ウ 〈実験Ⅰ〉矢印ｂの向き〈実験Ⅱ〉矢印ｃの向き 

エ 〈実験Ⅰ〉矢印ｂの向き〈実験Ⅱ〉矢印ｄの向き 

 

問２ 棒磁石の磁界のようすを表したものである。図３のＡ～Ｄ 

の位置に磁針を置くと，磁針の指す向きはどのようになるか。 

最も適切なものを次のア～クからそれぞれ１つずつ選びなさい。 

ただし，磁針の黒い部分はＮ極を表し，同じ記号を何度使って 

もよいものとする。【完答】A エ B ウ C エ D ウ 

 

 

 

問３  図４ は コ イ ル の 周 辺 に 鉄 粉 を ま い て 磁 針 を 置 き ，                           

電流を流したときの様子である。Ａ～Ｄに置いた磁針の向きを次

のア～エから１つずつ選び，その記号を書きなさい。ただし，同

じ記号を何度使ってもよいものとする。【完答】A イ B ア C イ D ア 

 

 

 

問４ 図５のような装置の上に鉄粉を一様にまき，電流を流      

して厚紙を軽くたたくと模様ができた。厚紙の上の鉄粉 

の模様と磁界を磁力線で表したものを次のア～クからそ 

れぞれ１つずつ選び，その記号を書きなさい。【完答】 

イ オ  

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 図２ 

図３ 

図４ 

図５ 

ア イ 

ウ エ 

オ 

カ キ ク 

Ｎ極 
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問５（１） 図６のように，電流を流すと，アルミニウム棒   

は a～f のどちらの向きに力を受けるか，最も適切な 

ものを１つ選び，その記号を書きなさい。b 

 

  （２） Ｐ点で，電流による磁界の向きは，Ａ，Ｂのど 

ちらか，記号を書きなさい。Ａ 

問６ 図７は，モーターを模式的に表したものである。コイルに図７中の  の向きに電流を流したと

き，Ｕ字形磁石による磁界の向きと，コイルの回転の向きの組み合わせとして最も適切なものを，次の

ア～エから１つ選び，その記号を書きなさい。 

 

 

問７ 図８に示した装置を用いて，電流が発生するかどうかを調べる実験をしました。表は，この実験の結果

を示したものです。あとの(1)，(2)に答えなさい。 

〔結果〕                    図８ 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 太郎さんは，図８の実験器具を用いて，次のア～エに示した操作をした。検流計の指針が右側に振れ

るものを，次のア～エから全て選び，その記号を書きなさい。ただし，コイルと検流計は図８と同じでつ

なぎ変えておらず，コイルや棒磁石はそれぞれの図８の位置から矢印の向きに動かすものとします。 

 

  

(２) 太郎さんは，コイルを棒磁石に近付けたり棒磁石から遠ざけたりしたときに発生する電流を大きく 

する方法を調べて，次のようにまとめた。①，②，③ に当てはまる適切な言葉を次のア，イからそれぞれ

選び，その記号を書きなさい。【完答】 

・① コイルの巻き数を（ア 多くする  イ 少なくする）。 

・② 磁力が（ア 強い  イ 弱い）棒磁石を使う。 ・③ コイルを（ア 速く  イ 遅く）動かす。 

表 検流計の指針 

コイルを棒磁石のＮ極に

近付ける 
右側に振れる 

コイルを棒磁石のＮ極に

近付けたまま動かさない 
振れない 

コイルを棒磁石のＮ極か

ら遠ざける 
左側に振れる 

図６ 

ア        イ         ウ         エ 図７ 

U 字形磁石 

整流子 

ブラシ 

コイル 

回転の向き 回転の向き 回転の向き 回転の向き 

磁界の向き 磁界の向き 磁界の向き 
磁界の向き 

ア            イ           ウ          エ 

コイルを棒磁石の
S 極から遠ざける。 

コイルを棒磁石の
S 極に近づける。 コイルに棒磁石の

S 極を近づける。 

コイルから棒磁石
のS極を遠ざける。 

－端子へ 
     ＋端子へ 

－端子へ 
     ＋端子へ 

－端子へ 
     ＋端子へ 

－端子へ 
     ＋端子へ 

【完答】【思考】 

図８ 
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４ 湿度について調べるために，次の実験(1)，(2)，(3)を順に行った。次の問に答えなさい。 

(1) １組の太郎さんは，乾湿計を用いて理科室の湿

度を求めたところ，乾球の示度は 19℃で，湿度

は 81％であった。図１は乾湿計用の湿度表の一

部である。 

(2) 太郎さんは，その日の午後，理科室で露点を調

べる実験をした。その結果，気温は 22℃で，  

露点は 19℃であった。 

(3) 太郎さんと２組の花子さんは，別の日にそれぞ

れの教室で，(2)と同様の実験を行った。 

図１ 

 

 

このことについて，次の問１，問２，問３，問４に答えなさい。なお，図２は，気温と空気に含まれ

る水蒸気量の関係を示したものであり，図２中のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄはそれぞれ気温や水蒸気量の異なる空

気を表している。 

問１ 実験(1)のとき，湿球の示度は何℃か。17℃ 

 

問２ 実験(2)のとき，理科室内の空気に含まれている水蒸

気の質量は何ｇか。ただし，理科室の体積は 350ｍ3 であ

り，水蒸気は室内にかたよりなく存在するものとする。

5705ｇ 

 

 

 

 

問３ 図２の点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄで示される空気のうち，最も湿度の低いものはどれか。Ｃ 

  

問４ 次の     内は，実験(3)を終えた太郎さんと花子さんの会話である。 

太郎 「１組の教室で調べたら露点は６℃で，湿度が 42％になったんだ。」 

花子 「えっ，本当に。２組の教室の湿度も 42％だったよ。」 

太郎 「湿度が同じなら，気温も同じかな。１組の教室の気温は 20℃だったよ。」 

花子 「２組の教室の気温は 28℃だったよ。」 

この会話から，２組の教室で測定された露点についてわかることは，ア～カのうちどれか。当てはま

るものを全て選び，その記号を書きなさい。【完答】【思考】 

ア  28℃より大きい。  イ  28℃より小さい。 ウ  20℃である。 

エ  14℃である。 オ  ６℃より大きい。     カ  ６℃より小さい。 

図２ 

19 
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５ 実験室の湿度について調べるために，次の □Ⅰ  ，□Ⅱ  の手順で実験を行った。次の問に答えなさい。ただ

し，表は気温ごとの飽和水蒸気量を示している。また，コップの水温とコップに接している空気の温度は

等しいものとし，実験室内の湿度は均一で，実験室内の空気の体積は 200ｍ3であるものとする。 

□Ⅰ  ある日，気温 20℃の実験室で，金属製のコップに，放置して室温と同じ

にした水を３分の１くらい入れた。 

□Ⅱ  右の図のように，ビーカーに入れた０℃の氷水を，金属製のコップに少し

加え，ガラス棒でかき混ぜて，水温を下げる操作を行った。この操作をくり

返し，コップの表面に水滴がかすかにつきはじめたとき，水温を測定したと

ころ，４℃であった。 
 

 

気温〔℃〕 ０ ２ ４ ６ ８ 10 12 14 16 18 20 22 24 

飽和水蒸気量〔ｇ/ｍ3〕 4.8 5.6 6.4 7.3 8.3 9.4 10.7 12.1 13.6 15.4 17.3 19.4 21.8 

問１ Ⅱについて，次の（１）～（３）の問いに答えなさい。①イ ②水蒸気 ③水滴 

（１）次の文の①に当てはまる言葉をア，イから選び，②，③に当てはまる言葉を書きなさい。【完答】 

   実験で，コップの表面が白くくもるのは，コップの表面付近の空気の室温が①（ア 上がり  

イ 下がり ），空気にふくまれている（ ② ）の一部が（ ③ ）に変わったからである。 

（２）コップの表面に水滴がかすかにつき，くもりができたときの温度を何というか，書きなさい。また，

このとき,コップの表面付近の空気の湿度は何％か書きなさい。露点，１００％ 

（３）この実験室の湿度は何％か。小数第１位を四捨五入して書きなさい。37％ 

湿度〔％〕は，
 １ｍ3の空気に含まれる水蒸気の量〔ｇ/ｍ3〕

その気温での飽和水蒸気量〔ｇ/ｍ3〕
×100 で求められる。１ｍ3の空気に含ま れ る

水蒸気の量は，露点が４℃であったことから，表より 6.4ｇ/ｍ3である。また，20℃での飽和水蒸気量

は，表から 17.3ｇ/ｍ3である。よって，
 6.4〔ｇ/ｍ3〕

 17.3〔ｇ/ｍ3〕
×100＝36.9…〔％〕より，37％となる。 

 

問２ この実験室で，水を水蒸気に変えて放出する加湿器を運転したところ，室温は 20℃のままで，湿度が

60％になった。このとき，加湿器から実験室内の空気 200ｍ3中に放出された水蒸気量は，何ｇか。 

【思考】 

796ｇ 20℃での飽和水蒸気量は，表から 17.3ｇ/ｍ3であるから，湿度が 60％のときの１ｍ3の空気には飽和水蒸気量の 60％にあたる水蒸気が含まれており，その量は，

17.3〔ｇ/ｍ3〕×
60

100
＝10.38〔ｇ/ｍ3〕である。したがって，加湿器によって１ｍ3 の空気あたり，10.38－6.4＝3.98〔ｇ/ｍ3〕の水蒸気が放出されたと考えられ，3.98〔ｇ/ｍ3〕×

200〔ｍ3〕＝796〔ｇ〕 

 

 

 

問３ 図２は，ある年の４月 15 日から 17 日にかけての気温と湿度をまとめたものである。図２の期間におい

て，図１のようにコップの表面がくもり始める温度を測定したとき，その温度が最も高くなるのはいつか。

次のア～オから１つ選び，その記号を書きなさい。【思考】 

ア 4 月 15 日 12 時       

イ 4 月 16 日 4 時 

ウ 4 月 16 日 16 時   

エ 4 月 17 日 8 時   

オ 4 月 17 日 16 時   

図１ 

図２ 
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６ 次の図１～４は，冬，春，梅雨，夏の時期の日本列島付近の天気図をそれぞれ表したものである。日本列

島付近の季節ごとの天気について，次の問に答えなさい。 

            

  

 

問１ 図１は，ある季節の天気図である。この日の気圧配置について述べた次の文中の  Ａ ・冬 

 Ｂ  に当てはまる言葉を書きなさい。ただし， Ｂ は漢字４文字で書きなさい。【完答】西高東低 

この日の日本列島付近の気圧配置は，典型的な Ａ  型の「    Ｂ   の気圧配置」である。 

問２ 図２は，ある日の天気図である。図２中の前線ＰＱ付近の空気の様子を調べるために，次の実験を行

って前線ＰＱのモデルを作成し，結果をまとめた。このことについて，次の(1)・(2)の問いに答えよ。 

実験 図５のような真ん中を仕切り板で区切った水そうを用意し，仕切り板の左右の空間に温度の異なる

空気Ｃ・空気Ｄをそれぞれ入れ，空気Ｃの入った空間には線香の煙を満たした。その後，仕切り板

をゆっくり上へずらし，空気の動きを観察した。 

結果 図６のように，空気Ｃが空気Ｄの下へもぐり込むように進み，  で示した空気Ｃと空気Ｄの境の面

ができた。 

図５  図６  

(1) 図６の  で示した空気Ｃと空気Ｄの境の面を何というか，書きなさい。前線面 

図１ 図２ 

図３ 図４ 
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(2) 次の文は，実験の結果をもとに，前線ＰＱ付近の空気の様子と天気の変化について述べたもので

ある。文中の  Ｅ  ・  Ｆ ・  Ｇ  ・  Ｈ  に当てはまる語の組み合わせとして最も適切な

ものを，次のア～カから１つ選び，その記号を書きなさい。 

実験では，空気Ｃの空気の密度が空気Ｄの空気の密度より  Ｅ  ために，空気Ｃは空気Ｄの下にもぐ

り込み，空気Ｄは上へ押し上げられた。これと同じように，前線ＰＱ付近でも空気が急激に押し上げら

れる。このことにより， Ｆ  が発達するため，前線ＰＱ付近では Ｇ 雨が Ｈ 降ることが多い。 

ア Ｅ―小さい  Ｆ―乱層雲  Ｇ―激しい  Ｈ―広範囲に長時間 

イ Ｅ―小さい  Ｆ―乱層雲  Ｇ―穏やかな Ｈ―狭い範囲に短時間 

ウ Ｅ―小さい  Ｆ―積乱雲  Ｇ―激しい  Ｈ―狭い範囲に短時間 

エ Ｅ―大きい  Ｆ―乱層雲  Ｇ―穏やかな Ｈ―広範囲に長時間 

オ Ｅ―大きい  Ｆ―積乱雲  Ｇ―激しい  Ｈ―狭い範囲に短時間 

カ Ｅ―大きい  Ｆ―積乱雲  Ｇ―穏やかな Ｈ―広範囲に長時間 

問３ 図３は，ある日の天気図であり，図中の前線ＸＹは，勢力がほぼつり合っている二つの気団が日本列

島付近でぶつかって位置が動かなくなってできた前線である。 

(1)  図３中の前線ＸＹを表す天気図の記号として最も適切なものを，次のア～エから 1 つ選び，その

記号を書きなさい。ただし，ア～エの天気図の記号は，それぞれ上を北として表している。 
 

ア   イ   ウ   エ  
 

(2)  図３の前線ＸＹの北側にある気団と，前線ＸＹの南側にある気団のそれぞれの特徴について述べ

た次の文中の  Ｉ ・ Ｋ  に当てはまる言葉を書きなさい。また，  Ｊ ・ Ｌ  に当てはま

るものとして最も適切なものを，次のア～エからそれぞれ１つずつ選び，その記号を書きなさい。

I オホーツク海 J エ K 小笠原 L イ                                             

前線ＸＹの北側にある Ｉ 気団は Ｊ  。前線ＸＹの南側にある Ｋ 気団は  Ｌ  。 

ア あたたかく，乾燥している イ あたたかく，しめっている 

ウ 冷たく，乾燥している エ 冷たく，しめっている 

問４ 次のア～エは，同じ年の５月 15 日，16 日，17 日，18 日のいずれかの日の午前９時の天気図である。

日付の早いものから順に並べ，記号で書きなさい。【思考】エ→イ→ア→ウ 

 
ア            イ             ウ               エ 
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問５ 次の     の(1)～(3)に当てはまる言葉をそ

れぞれ書きなさい。【完答】 

 温帯低気圧は，発達すると前線が長くなり， 

 (1)  前線は  (2)  前線より移動する速さ

が速いので，図３のように追いついて重なり合

って  (3)  前線となる。寒冷 温暖 閉塞 

図３ 

 

７ 次の問に答えなさい。  

問１ 図 1 は，空気のかたまりが，標高０ｍの地点

Ａから斜面に沿って上昇し，ある標高で露点に

達して雲ができ，標高 1700ｍの山を越え，反対

側の標高０ｍの地点Ｂに吹き下りるまでのよう

すを模式的に表したものである。表は，気温と飽

和水蒸気量の関係を示したものである。 

図 1 

 

表 

気温 

〔℃〕 

飽和水 

蒸気量 

〔ｇ/ｍ3〕 

１ 5.2 

２ 5.6 

３ 6.0 

４ 6.4 

５ 6.8 

６ 7.3 

(1) 次の     の中の文が，空気のかたまりが上昇すると，空気のかたまりの

温度が下がる理由について適切に述べたものとなるように，文中の（  ），

（  ）のそれぞれに補う言葉の組み合わせとして，下のア～エの中から

最も適切なものを１つ選び，その記号を書きなさい。 

上空ほど気圧が（  ）くなり，空気のかたまりが（  ）するから。 

ア  高  膨張 イ  高  収縮 

ウ  低  膨張 エ  低  収縮 

７ 7.8 

８ 8.3 

９ 8.8 

10 9.4 

11 10.0 

12 10.7 

13 11.4 

14 12.1 

15 12.8 

16 13.6 

17 14.5 

18 15.4 

19 16.3 

20 17.3 

 

(2) ある晴れた日の午前 11 時，地点Ａの，気温は 15℃，湿度は 50％であった。この日，図 1 のよう

に，地点Ａの空気のかたまりは，上昇して山頂に到達するまでに，露点に達して雨を降らせ，山を越

えて地点Ｂに吹き下りた。表をもとにして，ａ，ｂの問に答えなさい。ただし，雲が発生するまで，

１ｍ3あたりの空気に含まれる水蒸気量は，空気が上昇しても下降しても変わらないものとする。 

ａ 地点Ａの空気のかたまりが露点に達する地点の標高は何ｍか。また，地点Ａの空気のかたまりが標

高 1700ｍの山頂に到達したときの，空気のかたまりの温度は何℃か。それぞれ計算して答えなさい。

ただし，露点に達していない空気のかたまりは 100ｍ上昇するごとに温度が１℃下がり，露点に達し

た空気のかたまりは 100ｍ上昇するごとに温度が 0.5℃下がるものとする。【完答】【思考】1100ｍ,1℃ 

 

ｂ 山頂での水蒸気量のまま，空気のかたまりが山を吹き下りて地点Ｂに到達したときの，空気のかた

まりの湿度は何％か。小数第２位を四捨五入して，小数第１位まで書きなさい。ただし，空気のかた

まりが山頂から吹き下りるときには，雲は消えているものとし，空気のかたまりは 100ｍ下降するご

とに温度が１℃上がるものとする。【思考】33.8％ 

 



12 

 

問２ しかし，実際に雲ができる高さは，問１(1)a で求めた高さとは異なる。その理由を説明した次の文の  ①  

～  ③  に入る語句の組み合わせとして最も適切なものを，次のア～エから１つ選び，その記号を書き

なさい。 

 空気が上昇すると，気圧が下がり体積が変化する。そのため，空気１ｍ3あたりの水蒸気の量は  

 ①  し，露点が  ②  。つまり，レポートで求めた高さよりも  ③  ところで雲ができることにな

る。 

ア ①増加 ②上がる ③低い イ ①増加 ②上がる ③高い 

ウ ①減少 ②下がる ③低い       エ ①減少 ②下がる ③高い 

 

～計算スペース～ 

 


